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Q まず、両科目の内容について
教えてください。

Ａ「文理融合データサイエンスI, II」ではデータサイ
エンスの手法を理解するだけではなく、実践でき

るようになることも重視しています。そのため、授業では手
法についての講義とデータ分析の演習のどちらも行ってい
ます。また、文化現象に関わるデータを対象とした文理融
合型の分析事例を採り上げることで、統計的思考の涵養だ
けではなく、文理の垣根を越えるバランスのとれた柔軟な
思考の涵養を目標としています。

Q 両科目では夏目漱石や源氏物語を題材
としたデータ分析結果を紹介されている
とのことですが、具体的にどのような見
解をどのようにデータから導かれたので
しょうか。

Ａ『源氏物語』は紫式部によって著されたと考えら
れていますが、宇治十帖と称される最後の10巻

は、実は紫式部以外の人物が書いたのではないかという
問題が以前から提起されています。そこで計量文献学の

コア科目「文理融合データサイエンスI,II」を
担当されている土山玄先生にお話を伺います。

文学作品の新たな見解を
データから導く

Case1

土山 玄
文理融合 AI・データサイエンスセンター 特任講師
研究分野は計量文献学。『源氏物語』を中心とした古典文学
のテキストデータを対象に、計量的なアプローチにより研究
を行う。最近の著書には『文学と言語コーパスのマイニング』

（岩波書店）がある。

▲古典文学作品を対象とした分析結果
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手法を用い、諸巻における単語の出現傾向を統
計的に分析したところ、計量的な判断に基づけば

『源氏物語』の作者は単独である可能性が高い
という結果が得られました。
作家の文体は作品を重ねる毎に徐々に変化する
ことが予想されます。このような文体的特徴の出
現傾向の変化を調査するため、夏目漱石の小説
を対象に分析を行いました。夏目漱石は1905
年から1916年まで小説家として活動しています
が、1905年の小説では地の文の文末に助動詞
の「た」が用いられることは10%程度ですが、そ
の出現率は継時的に増加し1913年以降はおよ
そ90%を超えることを明らかにしました。

Q 文学作品以外にはどのような
文化現象を分析可能でしょうか。

Ａ デジタル・アーカイブ化が可能な文化
現象であれば、計量的な分析が可能で

あると考えています。例えば、音楽を対象とした
研究では電子データ化された楽譜資料がデータ
分析に用いられています。また、舞踊の研究では
モーションキャプチャーによって取得されたデー
タを対象に分析が行われています。ただし分析
者の創意工夫が必要になるのはもちろんのこと
で、そこがこの研究の面白いところです。

Q 履修者の内訳（学部や学年）はど
のようになっていますでしょうか。
1年生でも、あるいは数学や情報
に詳しくない学生でも、履修は可
能でしょうか。

Ａ 昨年度の「文理融合データサイエンスⅠ」
では受講生の6割以上が1年生、およそ

3割が2年生です。したがって授業では基本から
教えていくことを心がけています。また、受講生
の45%程度が文教育学部、30%程度が生活科
学部、25%程度が理学部の学生で、必ずしも数
学や情報に詳しい学生が多く受講しているとい
う訳ではありません。授業では可能な限り数式
を使わずデータサイエンスの各手法の考え方を
理解できるよう解説していますので、どのような
学生でも履修は可能です。

Q 履修者について先生はどのような
印象をお持ちでしょうか。

Ａまず質問の多さに驚きました。オンライ
ン授業では毎回の授業でチャット欄に多

くの質問が寄せられます。演習課題を授業中に解
けなかった受講生から、後日改めて質問のメール

が送られてくることもあります。大学院生を含め
た聴講生も多く、データサイエンスに対する学修
意欲の高さを感じさせられます。また、授業中に
データサイエンスに関連する書籍を紹介するので
すが、それらの書籍を読んだことを連絡してくれ
る学生もおり、非常に嬉しく感じています。

Q 今後のAI・データサイエンス
教育について、先生の展望をお聞
かせください。

Ａ AI人材やデータサイエンティストという
言葉が用いられるとき、データ分析に

よって問題を解決できる人材という意味で使用
されることが多い印象を受けます。しかし、デー
タ分析とは手段であり、重要なのは自ら問いを
立て、結果を解釈する能力であると思います。そ
の意味では人文学や科学の幅広い素養がベース
になければなりません。今後のAI・データサイエ
ンス教育の目指すところは、問題発見および問
題解決のためにデータを活用できる人材の育成
にあると私は考えています。

どうもありがとうございました。

AIの普及は未来の私達の生活や業務を画期
的に便利なものにしようとしています。AIの導
入によって職場業務の自動化が進めば、テレ
ワークを活用できる社員が増えることでしょう。
また、家電製品にAIが搭載されれば、家事や育
児の作業の自動化が進むことでしょう。このよ
うにAIは、私達のワークライフバランスにも関係
が深い身近な技術であると言えます。

データサイエンスの普及は私達に色々な知識
や発見をもたらします。データは文学や芸術の
新たな見解を見出し、スポーツの上達への手段
を教えてくれます。またデータは社会問題の解
決にも貢献します。例えば男女間の不平等が
どこに生じているかといった社会問題の現状を
正確に教えてくれます。

このように、AIやデータサイエンスは、女性の

活躍を応援するお茶の水女子大学にとって、救
世主のような学問であるとも言えます。

お茶の水女子大学では2019年に「文理融
合AI・データサイエンスセンター」を設立し、
文系・理系を問わず全ての学生がAI・データ
サイエンス教育に接する機会を提供しています。
全学的なコア科目「文理融合データサイエン
ス」では、文学作品を題材にしてデータサイエ
ンスの基礎知識を修得します。また企業との連
携で、現実の業務データを用いてデータ分析
を実習する科目や、ビジネスアイディアを発表
する科目なども新しく開講しています。本学で
開発したデータサイエンス教材を近隣の女子
大学に提供し、附属高等学校でも講演するなど、
学外にもデータサイエンスの普及の輪を拡げ
ています。

またAIに関係ある研究も学内のあらゆる分
野で始まっています。家事などの無償労働への
AIの導入や、化学実験結果の解析のためのAIの
導入など、いままで数学や情報処理と密接でな
かった分野においてもAIの導入が急速に進んで
います。

本号では、お茶の水女子大学によるAI・デー
タサイエンスの取り組みのうち、代表的ないくつ
かについて紹介いたします。

▲漱石作品を対象とした分析結果︎
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Q まずプロジェクトの
概要について教えてください。

Ａ AI等が仕事の未来をどうかえていくの
か、内外で活発な研究が行われてい

ますが、それが家事・育児・介護・買い物な
ど、家事をどうかえていくのかという視点の研
究はまだほとんどありません。そこでOxford大
学Ekaterina Hertog氏チームとの日英共同プ
ロジェクトとしてJST－RISTEXから競争的資金
を得てこの研究をはじめました。本学生活工学
共同専攻の太田裕治先生や、文理融合AI・デー
タサイエンスセンター長の伊藤貴之先生など自
然科学系の先生にも入っていただき、労働経済
学・社会学系の他大学の先生方、さらに企業家
ともタッグを組んで研究を行っています。

Q 具体的にどのような調査を進めよ
うとしているか、またどのような結
論が出ると予想されるかについて
お聞かせください。

Ａ 技術面の未来予想については、聞き取
りに基づき、日英でデルファイ調査を作

成、これを実施しています。他方、そうした技術
がもしあるとして、消費者の利用意向はどうなの
か、男女、働き方、家事の種類、価格でどう異な
るか、Vignette調査を行い消費者意向を解析し
ます。その上で日英の男女の生活時間に落とし
込み未来予想します。日英でどう異なる結果が
出るか、結論はまだこれからです。

Q このプロジェクトは英国との共同
研究と伺っていますが、英国と日本
でAIの導入にどのような意識差が
あると予想されていますでしょうか。

Ａ 日本は、鉄腕アトム、ドラえもんの伝統
があり、ロボットは仲間のイメージもあり

ます。他方、英国ではロボットはモノ、仕事を奪う
というイメージもあるようです。ただ家庭への導
入において日本は決してすすんではいません。こ
の研究期間中にコロナ禍が起き、学校の休校に
奮闘する日英の母親が気になりました。
昨年コロナ禍における仕事と生活について、生
活科学部の先生方と日本の調査をしましたが、
教育におけるICT利用は、日本は英国に大きく劣
るとわかりました。家庭でタブレットまたはコン
ピュータへのアクセスがないという小学生は、英
国では5％でしたが、日本は22％にのぼり、おお
いに課題を感じます。

Q 最後になりますが、家事労働に対
する将来展望について、さらに家事
と日常生活の両立を目指す方々へ
のメッセージをお聞かせください。

Ａ 家庭内へのAI、ICTの実装には、実際に
家事にかかわる女性たちの視点や開発

への参加、アイデア提供も重要だと考えます。テ
クノロジーをどう良い形で導入し、場合によって
はどう規制するのか。過去40年間、電化製品の
開発普及で家事の省力化がすすんでいますが、
統計にみる主婦の家事時間は、実は最近まであ
まり減らないでいます。
人生100年時代の未来に向けて、女性がキャリ
アを失わず、同時に子育てやケアの時間を男女
がわかちあうことができる、そうしたより良い未
来のために何ができるか、自然科学と社会科学
とで対話していきたいと思います。

どうもありがとうございました。

家事労働への AI の導入に関する研究プロ
ジェクトをリードされている永瀬伸子先生に
お話を伺います。

AIが変える家事と社会

▲Oxford 大学の研究者たちとのオンライン研究会の様子

Case2

永瀬 伸子
基幹研究院 人間科学系 教授
専門は、労働経済学、社会保障論。
博士（経済学）。女性のキャリアと出産、
ワークライフバランスなどを研究テーマ
としている。
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附属高等学校でもデータサイエンスの授業や
実習を開始しました。
附属高等学校情報科の山口健二先生と、
オンライン教材を開発した情報科学コース博士
前期1年の村上綾菜さんにお話を伺います。

附属高等学校での
データサイエンス

Q まず村上さんに伺いますが、どのよう
な教材を開発されましたでしょうか。

Ａ 高校生レベルの内容を扱いながらも、
単純な操作で楽しく学べるデータサイ

エンス教材を目指し開発しました。具体的には、
「判別分析のための訓練データのクレンジング
作業」を扱います。分析に使うデータをきれいに
することで分析の精度が向上することを確認し
よう、という内容です。データには、高校生にも
身近なJPOP等の音楽データを用いました。この
教材を通じて、データ分析に必要な処理を知る
ことと、分析手法を深く理解することが目標です。

Q 高校1年生向けの教材ということで、
どのような点を工夫されましたで
しょうか。

Ａ 大きく分けて、3点あります。1点目に、
高校生がデータサイエンスに興味を持

ちやすいように、高校生に身近である音楽を題
材にしました。2点目に、複雑な図を排除し、教
材内では2次元の散布図のみを用いました。こ
れは、高校生が数学Iで学習するのが2次元の散
布図であり比較的見慣れているからです。3点目
に、本教材の操作を簡単なクリック操作のみに
限定しました。これは、一般的にパソコン操作に
慣れない高校生も多いからです。

Q 実際に利用された生徒さんの
理解度はどうだったでしょうか。

Ａ 利用後のアンケートの結果をみると、多
くの生徒が「理解できた」「楽しかった」

と回答していました。また、自らデータの傾向を
見つけた生徒や、別のデータサイエンス手法に
さらに興味を持った生徒も見られました。今回
の教材は、講義の演習という立ち位置でしたの
で、講義で学んだことが自分で操作することで
確認できてよかったとの声もいただきました。た
だ、「難しい」と回答する生徒も一定数いたので、
今後も改善を重ね、データサイエンスに対してポ
ジティブな気持ちを抱ける教材の開発に取り組
んでいきたいです。

Q 続いて山口先生に伺いますが、どの
ような位置づけでデータサイエンス
教育を採用されましたでしょうか。

Ａ 附属高等学校は、2019年度より「スー
パーサイエンスハイスクール(SSH)」の

指定校になりました。1年生はSSH学校設定科目
「課題研究基礎」において、科学的な課題研究
の知識・技能を身につけることを目標としていま
す。科学的な知識・技能の中でも、データサイエ
ンスは今後、自然科学系に限らずどの分野でも関
わってくる内容のため、早いうちに生徒にデータ
サイエンスを知って体験してもらうという位置づ
けで、特別講義や実習を計画いたしました。

Q 生徒さんの反響は
どうだったでしょうか。

Ａ 特別講義では熱心に伊藤先生のお話を
聞き、また実習では意欲的に取り組んで

いました。個々のデータは数値として表現される
ことが多いですが、単なる数値だと、判別分析
における基準を設定したとしても、その判別結
果の全体像が分かりにくいという問題がありま
す。ですが、今回村上さんが開発された教材は、
データが二次元に可視化されており、判別基準
もマウスを使って任意に決めることができたの
で、生徒にとって分かりやすかったと思います。

Q データサイエンスを習得された
生徒の皆さんにどのような将来を
期待されていますでしょうか。

Ａ 単に、取得したデータを手法に従って
分析するだけではなく、自分が分析する

データがどのようなものなのか意識しながら学
習を進めてほしいです。それにより、データの母
集団の性質や信憑性についても考えることでき
ます。また、分析結果を鵜呑みにするのではなく、
そこから疑問や発見をしてほしいと思っています。
さらに、データサイエンスの数理的側面にも興
味を持ってもらい、これまでにない新しい分析
手法を編み出してくれることを期待しています。

どうもありがとうございました。

Case3

山口 健二
附属高等学校 教諭／サイエンス＆エデュケー
ションセンター 特任講師
2017 年より附属高等学校教諭、2019 年
より現職。情報教育教材の開発や機械学習
を用いた企業評価モデルの構築に取り組む。

▲作成した教材のメイン画面

▲削除した例外データの一覧表示画面の一例

▲テストデータの確認画面
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村上 綾菜
大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程 理学専攻
2017年に私立錦城高等学校、2021年にお茶
の水女子大学理学部情報科学科を卒業。現在は、
教育と可視化の研究に取り組む。



学生のアクティビティ

大野さん
お茶大の関係者限定、学生・教職員すべてが
対象のオンラインコミュニティサービスをコンセ
プトとしました。お茶大関係者限定なので、個
人的で有益な情報交換ができるし、まだ知り合
いがいない新入生でも安心して参加することが
できます。

山口さん
実現するにあたってはSlack（※ビジネス向け
チャットツール）を利用していますが、提案段階
ではタイムライン、掲示板、コミュニティ、トー
ク、プロフィールなどの機能を備えた専用のア
プリケーションを考えていました。独自のアプ
リケーションであることのメリットは、デザイン
性を追求できること、お茶大生にあったアップ
デートの余地があることです。ちなみに、デザ
イン案は私が作ったのですが、お茶大生専用
のツールなのでかわいらしさを出しました。

山口さん
お茶大生のすべてのコミュニケーションを円滑
にしたいという思いで提案しました。コロナ禍
以前でも困難だった先生・先輩との縦のつなが
り、学部を越えた同期との横のつながりを作り、
どんな分野・ジャンルでも対等に話し合えるコ
ミュニケーションの場を目指しました。

大野さん
オンライン授業が中心になったことで授業前後
の雑談がなくなりました。本来であればその
ちょっとした時間でコミュニティができたり、授
業の質問ができたりしたけど、それが失われた
ことで孤独を感じたり、大学生活の満足度が
下がったりしているという学生の思いがありま
した。授業外のところでも、つながれる、雑談
できる。そこから友達になれるようなコミュニ
ティを作れたらなという思いがあって、Ochat
の着想を得ました。

Ochatとは、ニューノーマルな大学生活を
送るお茶大生・教職員が自由に情報を共
有する新しい手段として立ち上げられた、
お茶大関係者限定のグループチャットで
す。「デジタル概論」という学部生を対象と
した科目で「大学への提言」というグルー
プ課題発表が企画され、あるチームから

「お茶大生限定のグループチャットで
お茶大生が自由に情報を共有すれば、
大学生活がもっと充実します」という
提案があったことから、実際に学生を中心
とした有志で準備しました。
今回は提言を行ったチームに所属してい
た大野史織さん（生活科学部人間生活学
科生活社会科学講座4年）、山口柚香さん

（生活科学部人間生活学科生活文化学講
座4年）にお話を伺いました。

提案時のアプリケーション画面デザイン

●各画面イメージ図

Ochat
# あつまれ

お茶大！

発表したアイディアの内容を教えてください。Ochatを提案したきっかけを教えてください。
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大野さん
当初はアプリをリリースすることがチームの提案
でした。もし我こそはOchatのアプリを作りた
い、Ochatで起業したい、他大学に売り込みた
いという人がいれば、チームメンバーはみんな
喜んで歓迎します。

山口さん
情報科学科には優秀な人がたくさんいるので、
アプリにしてくれたらこんなに嬉しいことはない
です。

山口さん
私は見るだけですが、TwitterでOchatの話題
が出ているのを見かけたことがあります。１、２
年生は対面での交流が少ない分、SNSでの交
流が盛んで、Ochatを介して話題が生まれてい
るのは嬉しかったです。

大野さん
授業ごとにチャンネルを作ってくれる先生もい
て、先生とのコミュニケーションがとりやすくな
りました。また、#授業 のチャンネルで「○○の
授業が始まらないけれどあってる？」と質問して
誰かが回答する、というやりとりも見かけまし
た。3、4 年生でも、見るだけの人でも重宝し
ているのかなと思います。

大野さん
Ochatで会話のきっかけを拾って、個人間のや
りとりをどんどん増やしていってほしいです。現
状、個人がチャンネルを作るとか、DMを送る
という行為は心理的ハードルを感じている人が
多いように思います。ハードルを感じる原因は、
他者に踏み込もうとするお茶大生が少ないこと、
Ochatがフォーマル化しすぎていることかなと
思っていて、前者はお茶大生ひとりひとりに一
歩踏み出す勇気を持ってもらうとして、後者の
フォーマルさはなくしていきたいと思っています。

山口さん
今はまだ「大学の１ツール」という感覚が強い
ので、「Twitterくらい気軽につぶやけるけど、
Ochatだから安心してつながれる」ような、気
軽さと安全性が担保されているツールになれば
いいなと思います。

学生・教職員の方へ

Ochatに登録するには、過去のOchaMail（vol.565

またはvol.575）を参照するか、既に登録済みの学生

や教職員に聞いてみてください。

授業内の提案を実現するに至った
経緯を教えてください。
実は情報科学科において、Ochatと似たような仕組みで学科
用のSlackをすでに運用していました。他の先生の授業で「全
学で気軽におしゃべりをしたい」という提案があったという話
が出た際、「これって学科Slackの全学版では？」ということにな
り、学科の有志を募って見切り発車でやってみることにしまし
た。Ochatというネーミングは、提案者の学生さんたちのアイ
ディアが大変気に入ったのでそのままお借りしました。

現在の利用状況を教えてください。
2021年4月19日時点で、1089人の方が登録してくださって
います。1学年定員が500人弱の大学であることを考えると、
これはすごい数です。現在は「上級生が投稿して下級生が見
る」ような内容が多いです。特にコロナ禍にて、新入生は右も
左もわからない状態ゆえ、情報が瞬時に飛ぶような仕組みを
整備することが重要だと考えておりますので、これは嬉しい利
用のされ方です。

運営上心掛けていることは何ですか？
運営の際は、いわゆる「見る専

（見るだけの人）」が楽しめるよ
うな投稿が増える仕組みを用意
することを意識しています。たと
えばこの思想は、 #飯テロ という

「食べたものをただ紹介するだ
けのチャンネル」が用意されてい
たり、雑談は #雑談用 と #超雑
談用 の二種類のチャンネルが用
意されていたりすることに表れて
いると思います。（これは運営側
というよりは僕個人の信条なの
ですが、）人間同士は有益な情報交換をするだけでは不十分で、
まず「無益な情報交換」を行うことで初めて信頼関係が作られ、
その結果としてようやく有益な情報交換が活発に行われるよ
うになると考えています。Ochatを利用し、「無益な情報交換」
を沢山行い、学内に友達を増やしてくれると嬉しいです。

運営を担当する
情報科学科・神山先生に
お話を伺いました。

ご自身のOchatの利用状況や、
周囲の反応はどのようなものがありましたか？

今後、どんな風にOchatを活用していって
欲しいか、期待することを教えてください。

最後に一言お願いします。
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教員紹介教員紹介

2021年4月に着任されたばかりの  
基幹研究院人文科学系の浅井佑太先生にお話を伺いました。

浅井先生は、学部では、文教育学部芸術・表現行動学科音楽表現コース、
大学院では比較社会文化学専攻音楽表現学コースのご所属です。

Yuta Asai 

浅井　佑太

QQ1 �ご経歴について　　　　
教えてください。

　生まれも育ちも大阪です。京都大学で学部
は経済学を、修士では美学美術史学を修め
ました。その後、ドイツのケルン大学で音楽
学を学び、博士号を取得しました。東京に来
たのはほとんど初めてに近いです。

QQ2  先生のご専門の研究領域
のお話を聞かせてください。

　直近ではアントン・ウェーベルンというオー
ストリアの作曲家の資料・草稿研究をしてい
ました。出版されている楽譜ではなく、スケッ
チや未完成作品を研究の対象にして、彼の創
作語法がどのように発展していったのかを考
察します。作曲家の試行錯誤の痕跡を解読し
たり、作曲プロセスを再構成したりする――と
言ったら多少は分かってもらえるでしょうか？
ちなみに、こうした一次資料の大半はコピー
が禁止されているため、現地に赴いて、すべて
手作業で書き写す必要があります。これは結
構ハードな作業で、累計六ヶ月ほどスイスの
アーカイブに籠もりきりの隠遁生活を送って
いました。正直に言うと、もうあまりやりたく
はありません…。手と目と神経を酷使するし、
ぎっくり腰にもなりました。「音楽学とは気合
と根性の学問だと思い直しました」と当時、恩
師にメールで書いたことを覚えています。

現在はかつての研究成果をまとめていると
ころですが、少しずつ新しいことにも挑戦し
たいと考えています。具体的には、音楽とテ
クノロジーの関係、電子音楽やVR・AR、AI
といったものに興味があります。それとも関
係しますが、高校生のころに挫折したプログ
ラミングももう一度学びなおしている最中で
す。どれも開店休業状態ですが、何かしら形
にできるように、まずは色んな仕事をなんと
か早く終わらせようと奮闘している日々です。

QQ3  �ドイツに留学されていた
とのことですが、ドイツでの　
生活はいかがでしたか。

　大変の一言です。食事は最後まで合いませ
んでした。「自炊すればよいのでは？」と思う
かもしれませんが、自分で作った食事はもっ
と美味しくありません。体重は50kgを切るこ
とが多かったです。とはいえ、やはり語学面
が最も苦労しました。喋れないときには喋れ
ないなりの、ある程度流暢に喋れるように
なった後でも喋れるなりの違う苦しみがあり
ます。特に最初の1年は、自分の思うことを
上手く伝えられないもどかしさとの戦いで
す。ゼミの教室のドアを開けるのが怖くなっ
て、本気で家に引き返したくなったことも何
度かあります。あとは自分の精神状態やモチ
ベーションをコントロールすることの難しさ。
自分の研究が通用するのかと自問する日々。
金銭面・就職に関する不安。母語で喋る相
手がいないと、こうしたことで病みやすくな
ります。留学生活は自分の大きな財産ですが、

「充実した五年間だった」と安易に総括した
くはありません。色んな失敗もしたし、不義
理なことも沢山しました。
　月並な感想ではありますが、それでもやっ
て行けたのは、周りの人々に恵まれたからの
一言につきます。数少ない理解者の友人、調
査先で出会った研究者の方々、何より指導教
員のChristoph von Blumröder氏には感謝
の言葉しかないです。振り返って思えば、失

敗する機会／許される機会を多く得ること
ができたのが一番の財産です。自分でやって
みて失敗して学ぶこと以上の経験はありませ
ん。そして、そうした経験を得ることは、歳を
重ねるごとに難しくなります。自分に関して言
えば、良くも悪くも、学生のときのように大
胆な失敗ができないポジションを得てしまい
ました。それでも細かい失敗は毎日のように
し続けていますが…。

QQ4  �お茶大生にどのような　　
印象を持たれましたか。

　お茶大生は皆、素直で真面目だ――と聞
いていましたが、案外そうでもないことが分
かってきました。実際にはひとりひとり考えて
いることも関心も違うし、よい意味でクセの
強そうな学生にも何人か会いました。一見お
となしそうに見えても、頭の中でははっきり
とした自己主張を持っている、そういった印
象が素直なところでしょうか。授業が始まっ
て二週間ほどですが、ステレオタイプの「優
等生」はまだ見ていません。それはよいこと
だとも思っています。

QQ5  �学生のみなさんへの　　
メッセージをお願いします。

　授業を受けたり課題をこなしたりすること
だけが勉強だとは考えてほしくはないです。
課外の時間において、自分で問題を設定し
主体的に行う物事の方が本来はずっと大事
なはずです。もちろん、悩んだり困ったりした
ときには、できる限りのサポートはします。た
だし、実際に努力するのも、最後に判断／決
断するのも自分自身であるということは忘れ
ないでください。結局のところ、自分の正し
さや実力を証明できるのは自分だけでしか
ないのです。

文責：基幹研究院人文科学系教授
小松祐子
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2006年   3月	 お茶の水女子大学理学部情報科学科卒業

2007年   9月	 同大学院人間文化研究科理学専攻博士前期課程修了

2009〜2010年	 Strathclyde大学へ留学（若手研究者ITP）

2012年   3月	 同大学院人間文化創成研究科
	 理学専攻博士後期課程修了 博士（理学）

2012年   4月	 株式会社NTTドコモ入社

2016〜2018年	 国立研究開発法人情報通信研究機構（出向）

2020年10月	 ヤフー株式会社へ転職（現在に至る）

卒業生紹介

わたしのオフタイム
数年前にワインにはまり、どうせならとことん極めようと考え、昨年、日本ソムリエ協会のワインエキスパート試験に合格しました。日々、ワインの奥深い世界に魅了されています。

Kanako Onishi

大西 可奈子
所属：ヤフー株式会社

人とロボットが
対話する
未来を夢みて

QQ1 現在のお仕事につくまでの   
経緯を教えてください。

　子供の頃から鉄腕アトムのような、お
しゃべりロボットを作ることが夢でした。
その夢を叶えるべく、大学時代には情報科
学の中でも特に自然言語処理に関する勉
強や研究を行いました。大学卒業後はその
知識を活かし、NTTドコモで対話システ
ムの研究開発から対話サービスの提供ま
で携わりました。途中、情報通信研究機構

（NICT）に出向しましたが、そこでも対話
システムの研究を行いました。私が目指し
たのは対話システムの中でも「雑談対話」
と呼ばれる、明確な目的のない対話です。
雑談対話は人にとっては簡単ですが、コン
ピュータで実現することは非常に難しい
課題で、今も人間のように話ができるコン
ピュータは存在していません。この課題
に8年半向き合った結果、一定の成果を挙
げ、また今できることはやり切ったという
思いが強くなり、2020年に転職を決意し
ました。それまで雑談対話という明示的に
役に立つわけではない自然言語処理に携
わってきていましたので、今度は明確に人
の役に立つ分野に関わろうと考えました。
自然言語処理で人の役に立つこととして

最初に浮かんだのが、カスタマーサポート
領域への技術の適用でした。それを実現で
きる会社を探し、現在のヤフー株式会社へ
の転職を決めました。ただ、今も雑談対話
を諦めたわけではありません。良いタイミ
ングでまた雑談対話についてもチャレン
ジし、家族の一員になり得るおしゃべりシ
ステムを開発したいと思っています。

QQ2 現在のお仕事内容を　　
教えてください。

　現在は、ヤフーの数多あるサービスのカ
スタマーサポート領域に、AI技術を取り入
れ機械化を促進するプロジェクトをリー
ドさせていただいています。具体的には、
現在人手で行っている作業のどこを機械
化すべきか、機械化する場合はどのような
技術を用いるべきか、AIの運用はどのよう
に行うか、などを検討し、実現までを担っ
ています。素晴らしい技術は、実際に用い
られ、コストの削減や精度の向上に貢献す
ることで真価を発揮すると思っています。
技術を現場に持ち込む場合は机上では発
見できない現場ならではの課題が数多く
出てきますが、そのような課題を一つ一つ
解決しながら様々な業務にAI技術を導入
できることがとても楽しいです。

QQ3 お茶大での学生生活は、　
現在の仕事に
どう生きていますか？

　お茶大での学生生活は丸10年に及び、そ
の間、学部、修士課程、博士課程に在籍し、
留学も経験させていただきました。その間
学んだ知識や技術はもちろん仕事で役に
立っていますが、それよりも大きいのは、
特に博士課程時代の研究生活だと実感し

ています。研究は、課題の発見から解決策
の検討、そして実現と評価までをすべて自
分でこなさなければなりません。解決のた
めに協力者を募ることもあれば、有識者に
教えを乞うこともあります。答えのない課
題に挑み、失敗を重ねながらも期日までに
やり遂げる力は、研究職に限らず、会社で
仕事をする場合において最も重要な力の
一つです。私は博士課程での日々があった
からこそ、今こうして頑張れているのだと
確信しています。

QQ4 在学生へのメッセージを　
お願いします。

　人生においては大学入学も就職もゴー
ルではありません。大学も会社も、自分の
目的を達成するための一手段に過ぎない
のです。日々の勉強を怠らず、自分自身が
成し遂げたいことに全力を注いでくださ
い。その上で、現在の日々を思いっきり楽
しんでください。大学で学んだことや経験
したこと、出会った人々が、その後のみな
さんを強力にバックアップしてくれるこ
とと思います。

担当：基幹研究院自然科学系准教授
工藤和恵
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コロナ禍でのお茶中生活
　激動のコロナ禍の中、正門からお茶中の
ゲートへと続くイチョウの木は初夏を思わせ
る、明るい緑色になってきました。
　昨年は2月末から突然、休校措置がと
られました。その頃は、1年以上経った今
でもコロナと戦っているとは想像もしていませ
んでした。学校行事については、中止になっ
たり、また例年とは全く違う形式で行わざ
るをえない状況が当たり前となってしまいま
した。しかし、お茶中生の対応力と団結力
でひとつひとつの行事を成し遂げられたこと
は、皆さんの思い出に深く刻まれていること
でしょう。　

　コロナ禍におけるお茶中生活は何もかも
が一新しました。手洗い、うがい、マスクの
着用だけでなく、教室内の換気、ソーシャ
ルディスタンスを取るために座席の配置まで
も変わりました。また、授業内でのグループ
活動やスピーキング活動も机に取り付けた
シールド越しで行います。昼食時は1人1
人前を向いていますが、各学級でDVDや
CDを持ち寄り、1人でも楽しい空間が作ら
れています。

７月 生徒総会
　何より、この1年間で大きく変化したの
は様 な々行事です。
　昨年 (2020年)の7月の生徒総会は配
信のみのリモートで行われました。全校生
徒が関わる初めてのリモートでの行事だった
ため、やり方には苦心をしました。拍手承

認を得る際には各学級で承認されたら中庭
に用意された議長団に向けて、窓から色画
用紙を表示するという原始的な方法を用い
たりして大変でしたが、無事成功させること
ができました。

９月 生徒祭
　9月の生徒祭は、例年のように外部から
の見学者の入場は中止され、お茶中生だ
けで行われることになりました。各学級ごと
に動画を制作し、それを各教室で鑑賞しま
した。これは、5月の体育大会が中止となっ
たため、クラスで団結して1つの作品を作る、
最初の機会となりました。

　1年生はひとりずつ、目標や将来の夢に
ついて発表し、2年生はコロナ禍における

様 な々業種の現場についてリモートで取材
を行い、レポートを制作し、3年生は演劇
等の自由制作でした。どの学級も映像制作
の技術が非常に高く、クラスの個性が発揮
されました。また学級発表のほかには、ダ
ンス部や吹奏楽部などの文化部、バンドな
どの有志発表も映像を作成し、リモートとは
思えない臨場感を味わうことができました。

３月 音楽行事
　3月の音楽行事もリモートで行いました。
各学級で課題曲を決め、1年生は合奏、
2・3年生は合唱に取り組みました。合唱
は各パートごとに分散して録音し、それを編
集して1つの動画を制作しました。コロナ
禍での合唱活動は少し不安ではありました
が、各パートの音源を重ねて生まれたハー
モニーを聞いた時の感動は忘れられません。
青春を感じ、感動した行事になったと思い
ます。また、今年の音楽行事では有志発
表も行われました。ピアノやマリンバ、バイオ
リン、歌など、普段では発表の機会がない
ような演奏を聞くことができ、コンサートを見
ているようでした。

附属学校園からのお知らせ
〜附属中学校便り〜
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附属学校園での出来事 （2021年4月〜6月）

【いずみナーサリー】
4月

● �避難訓練（地震）
● 野菜苗植え

5月

● 避難訓練（火災、不審者対応）

6月

● 在園児定期健康診断
● �災害用伝言ダイヤル試行
● 避難訓練（地震）
● 個人面談

【附属幼稚園】
4月

● 進級式・入園式
● 保護者懇談会
● 親子で遊ぶ日（５歳児）
● PTA総会（紙面開催）
● こどもの日の集い

5月

● 親子で遊ぶ日（４歳児／３歳児）
● 誕生会(４・５・６月合同)
● 全学年引き取り避難訓練

6月

● 教育実習開始（前期２週間）
● 5歳児　ジャガイモ掘り3月
● ふれあい動物園（園庭にて）

【附属小学校】
4月

● 離着任式・始業式
● 入学式5月
● 給食開始
● 保護者会（１，２，３，６年）
● 避難訓練

5月

● 教育実習（～６月）
● 運動会（午前：１・３・６年、

午後：２・４・５年）

6月

● 授業参観

【附属中学校】
4月

● 入学式、始業式、新任式
● 新入生オリエンテーション
● 歓迎会
● 学年別保護者会

5月

● 健康診断
● 生徒総会
● 三味線ワークショップ
● 学年別保護者会（オンデマンド配信）
● 教育実習（〜6月10日）
● 体育大会（半日）

6月

● 学年ごとの行事
● 期末テスト

【附属高校】
4月

● �入学式
● 始業式・離着任式・対面式
（オンライン）

● 新入生オリエンテーション
● 3年修学旅行（軽井沢）
● 避難訓練（地震）
● 自治会選挙・歓迎会（オンライン）
● 学年保護者会（2・3年）
（オンデマンド配信）

● 春季健康診断

5月

● ３年学力テスト
● 体育祭

6月

● 面談週間 
● 学校説明会(オンデマンド配信)
● 3年学力テスト
● 自治会総会（オンライン）
● 3年GTEC
● 期末考査
● 教育実習

３月・4月 歓送迎会
　歓送迎会もリモートで行われました。今回は、
映像制作ではなくライブ中継だったので発表
者と聴衆がリアルタイムで同じ空間を共有する
ことができ、熱気とパワーが伝わってきて、とて
も盛り上がりました。卒業生や新入生へのお
祝いの気持ちをリモート越しでも伝えられたと思
います。

　このように、お茶中ではほとんどの行事がリ
モートで行われました。「リモートだから物足りな
かった」、「例年と違うから成功しなかった」と
いうことがなく、お茶中生のパワーを感じました。
これからもコロナウイルス感染症だけでなく、予
想もつかない壁にぶつかることもあると思いま
す。そんな時でもこの1年間の知識と経験を記
録に残し、これからのお茶中に活かしていきたい
です。そして私たちは今の状況に決して負けず、
前向きに明るく、充実した中学校生活を過ごし
ていきたいです。

お茶の水女子大学附属中学校
生徒会長　國吉ひかり
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附属学校園からのお知らせ
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表紙について
モーションキャプチャーシステムを用いてダンスの動作を解析す
る実験を水村真由美研究室（文教育学部芸術·表現行動学科）
が行っている様子。ダンサーは身体の37か所に反射マーカーを
付けており、8台のカメラを使って多方向から動作を撮影する。
マーカーの位置から身体の関節がどのように動くか、あるいは
どのようなスピードで動くかを解析し、熟練したダンサーのスキ
ルを科学する。

Copyright (C) 2021 Ochanomizu University. All Rights Reserved

本誌、お茶の水女子大学学報「GAZETTE」は、
本学ホームページにも掲載していますので、どうぞご覧ください。
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